
JP 5910984 B2 2016.4.27

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　便器を洗浄するための洗浄水を水源から洗浄水タンク内に給水する給水装置と、洗浄水
タンクの底面に配置されて便器と連通する排水流路を開閉する排水弁と、上記排水流路と
連通し、上記洗浄水タンクの底面から上方へ延びるように設けられて上記洗浄水タンク内
の洗浄水が満水水位を超えた場合に洗浄水を上記便器へ排出するオーバーフロー管と、を
有する洗浄水タンク装置に設けられて便器に補給水を供給する補給水供給装置であって、
　上記給水装置から分岐し、その下流側端部に形成された吐水口が上記オーバーフロー管
の開口に差し向けられて上記吐水口から上記オーバーフロー管に補給水を供給する補給水
流路部と、
　この補給水流路部に設けられて所定容量の補給水を貯水可能な貯水部と、
　この貯水部に形成されて上記貯水部内の補給水を上記洗浄水タンクに流出可能な開口を
上記洗浄水タンク内の水位と連動して開閉する開閉弁と、を有し、
　上記貯水部は、洗浄開始後に上記開閉弁が上記貯水部の開口を閉鎖している状態で上記
給水装置が給水を開始してから上記開閉弁が上記貯水部の開口を開放するまで上記給水装
置から上記補給水流路部に供給される全ての補給水を貯水可能な容積を備えていることを
特徴とする補給水供給装置。
【請求項２】
　上記貯水部の貯水可能な容積は、４９cc以上である請求項１記載の補給水供給装置。
【請求項３】
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　上記貯水部は、上記補給水流路部の途中に設けられた上端部を備え、この上端部から下
方へ延びるように形成され、上記貯水部の上端部は、上記貯水部よりも上流側の補給水流
路部から供給される補給水を上記貯水部の容積内に留めるように流入させる流入部と、こ
の流入部の流路に対して隔離するように設けられて上記貯水部の容積が満水状態のときに
限り上記貯水部の補給水を下流側の補給水流路部に流出させる流出部と、を備えている請
求項１又は２に記載の補給水供給装置。
【請求項４】
　便器を洗浄するための洗浄水を水源から洗浄水タンク内に給水する給水装置と、洗浄水
タンクの底面に配置されて便器と連通する排水流路を開閉する排水弁と、上記排水流路と
連通し、上記洗浄水タンクの底面から上方へ延びるように設けられて上記洗浄水タンク内
の洗浄水が満水水位を超えた場合に洗浄水を上記便器へ排出するオーバーフロー管と、を
有する洗浄水タンク装置に設けられて便器に補給水を供給する補給水供給装置であって、
　上記給水装置から分岐し、その下流側端部に形成された吐水口が上記オーバーフロー管
の開口に差し向けられて上記吐水口から上記オーバーフロー管に補給水を供給する補給水
流路部と、
　この補給水流路部に設けられて所定容量の補給水を貯水可能な貯水部と、
　この貯水部に形成されて上記貯水部内の補給水を上記洗浄水タンクに流出可能な開口を
上記洗浄水タンク内の水位と連動して開閉する開閉弁と、を有し、
　上記貯水部は、その容積と異なる容積を備えた他の貯水部に変更可能となるように上記
補給水流路部に脱着可能に取付けられている補給水供給装置。
【請求項５】
　便器を洗浄するための洗浄水を水源から洗浄水タンク内に給水する給水装置と、洗浄水
タンクの底面に配置されて便器と連通する排水流路を開閉する排水弁と、上記排水流路と
連通し、上記洗浄水タンクの底面から上方へ延びるように設けられて上記洗浄水タンク内
の洗浄水が満水水位を超えた場合に洗浄水を上記便器へ排出するオーバーフロー管と、を
有する洗浄水タンク装置に設けられて便器に補給水を供給する補給水供給装置であって、
　上記給水装置から分岐し、その下流側端部に形成された吐水口が上記オーバーフロー管
の開口に差し向けられて上記吐水口から上記オーバーフロー管に補給水を供給する補給水
流路部と、
　この補給水流路部に設けられて所定容量の補給水を貯水可能な貯水部と、
　この貯水部に形成されて上記貯水部内の補給水を上記洗浄水タンクに流出可能な開口を
上記洗浄水タンク内の水位と連動して開閉する開閉弁と、を有し、
　上記開閉弁は、上記洗浄水タンク内の水位と連動して浮力により上下動するフロート弁
であり、
　上記貯水部の開口とこの開口を開閉する上記フロート弁との間には、上記貯水部と上記
洗浄水タンクを連通させる小穴が形成されている補給水供給装置。
【請求項６】
　上記請求項１乃至５の何れか１項に記載の補給水供給装置を備えた洗浄水タンク装置。
【請求項７】
　上記請求項６記載の洗浄水タンク装置を備えた水洗大便器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、補給水供給装置、この補給水供給装置を備えたタンク装置、及び、この洗浄
水タンク装置を備えた水洗大便器に係り、特に、便器に補給水を供給する補給水供給装置
、この補給水供給装置を備えたタンク装置、及び、この洗浄水タンク装置を備えた水洗大
便器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、大洗浄と小洗浄の異なる２つの洗浄水量で便器洗浄を行う水洗大便器におい
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て、便器に補給水を供給する補給水供給装置が大洗浄と小洗浄とで異なる補給水量（リフ
ィール水量）を便器に供給してしまうので、その異なる差分の補給水量が便器の排水トラ
ップ下流へとこぼれ落ち無駄に洗浄水を浪費（無駄水を発生）させているものが知られて
いる。
　特許文献１に示されているように、そのような無駄な洗浄水の浪費を防止するために、
洗浄水タンク内に設けられ且つ洗浄水タンク内の水位が所定水位になると洗浄水が流入さ
れる桶と、その桶内に配置され且つその桶内の水位の上下動と連動するフロートと、その
フロートの上下動と連動して補給水の供給と洗浄水タンクへの給水とを切り替える切替弁
を備え、所定の洗浄水タンク水位になると洗浄水が桶内に流入してフロートが上昇され、
補給水のオーバーフロー管内への供給を開始し、満水水位となると補給水のオーバーフロ
ー管内への供給が完了される補給水供給装置が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許公開２０１１/００５６００９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した特許文献１に示す補給水供給装置においては、洗浄開始直後に
おいて、フロートが桶内の水位と連動して所定高さまで下がるまでの間、補給水がオーバ
ーフロー管に供給され、補給水を便器に供給するようになっているので、補給水の供給さ
れた分が無駄水となってしまうといった問題（欠点）が生じていた。近年の節水化の要請
に伴い、便器の洗浄水量が減らされるのに伴い、無駄水を発生させる問題を解決すること
が重要になっている。
【０００５】
　そこで、本発明は、従来技術の欠点を解決するためになされたものであり、洗浄開始直
後に、補給水がオーバーフロー管から便器に供給されることを防ぎ、無駄水が発生するこ
とがなく、節水化を達成することができる補給水供給装置を提供することを目的としてい
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するために、本発明は、便器を洗浄するための洗浄水を水源から洗浄
水タンク内に給水する給水装置と、洗浄水タンクの底面に配置されて便器と連通する排水
流路を開閉する排水弁と、排水流路と連通し、洗浄水タンクの底面から上方へ延びるよう
に設けられて洗浄水タンク内の洗浄水が満水水位を超えた場合に洗浄水を便器へ排出する
オーバーフロー管と、を有する洗浄水タンク装置に設けられて便器に補給水を供給する補
給水供給装置であって、給水装置から分岐し、その下流側端部に形成された吐水口がオー
バーフロー管の開口に差し向けられて吐水口からオーバーフロー管に補給水を供給する補
給水流路部と、この補給水流路部に設けられて所定容量の補給水を貯水可能な貯水部と、
この貯水部に形成されて貯水部内の補給水を洗浄水タンクに流出可能な開口を洗浄水タン
ク内の水位と連動して開閉する開閉弁と、を有し、貯水部は、洗浄開始後に開閉弁が貯水
部の開口を閉鎖している状態で給水装置が給水を開始してから開閉弁が貯水部の開口を開
放するまで給水装置から補給水流路部に供給される全ての補給水を貯水可能な容積を備え
ていることを特徴としている。
　このように構成された本発明においては、排水弁が排水流路を開放して洗浄水タンク内
の洗浄水が便器へ供給される洗浄開始直後において、貯水部の開口が、洗浄水タンク内の
水位と連動する開閉弁により閉じられた状態であり、給水装置から分岐して補給水流路部
に供給された補給水が、補給水流路部に設けられた貯水部内に供給された際に、所定容量
の補給水を貯水部に貯水して留めることができる。したがって、補給水が貯水部内に留め
られている間においては、補給水流路部の補給水が吐水口からオーバーフロー管の開口に
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向けて補給水として吐水されることを防ぐことができるため、無駄水が発生することを防
ぐことができ、節水化を達成することができる。
　さらに、洗浄開始後に開閉弁が貯水部の開口を閉鎖している状態で給水装置が給水を開
始してから、洗浄水タンク内の洗浄水が排水され、開閉弁が洗浄水タンク内の洗浄水の水
位降下と連動して貯水部の開口を開放するまで、給水装置から補給水流路部に供給される
全ての補給水を貯水できるような容積を貯水部が備えていることにより、貯水部の開口が
開閉弁により開放されたとき、貯水部内に貯水されている補給水が開口から洗浄水タンク
に流出するため、補給水流路部の補給水が吐水口からオーバーフロー管の開口に向けて補
給水として吐水されることを防ぐことができる。したがって、無駄水の発生を完全に無く
し、節水化を達成することができる。
　さらに、大洗浄後と小洗浄後のそれぞれにおいて、排水弁が排水流路を閉鎖し、洗浄水
タンク内の洗浄水の水位が所定水位まで上昇し、貯水部の開口が開閉弁により閉じられた
後、貯水部が所定容量の補給水で満たされたときから洗浄水タンク内の水位が満水水位に
なるまでの期間に限り、補給水流路部の補給水が吐水口からオーバーフロー管の開口に向
けて補給水として吐水されるため、一定水量の補給水をオーバーフロー管から便器に供給
することができる。
【０００８】
　本発明において、好ましくは、貯水部の貯水可能な容積は、４９cc以上である。
　このように構成された本発明においては、貯水部の貯水可能な容積が、４９cc以上であ
るため、洗浄開始後に開閉弁が貯水部の開口を閉鎖している状態で給水装置が給水を開始
してから、洗浄水タンク内の洗浄水が排水され、開閉弁が洗浄水タンク内の洗浄水の水位
降下と連動して貯水部の開口を開放するまで、給水装置から補給水流路部に供給される全
ての補給水を貯水部が貯水することができる。したがって、無駄水の発生を完全に無くし
、節水化を達成することができる。
【０００９】
　本発明において、好ましくは、貯水部は、補給水流路部の途中に設けられた上端部を備
え、この上端部から下方へ延びるように形成され、貯水部の上端部は、貯水部よりも上流
側の補給水流路部から供給される補給水を貯水部の容積内に留めるように流入させる流入
部と、この流入部の流路に対して隔離するように設けられて貯水部の容積が満水状態のと
きに限り貯水部の補給水を下流側の補給水流路部に流出させる流出部と、を備えている。
　このように構成された本発明においては、洗浄開始後に給水装置から貯水部の上流側の
補給水流路部に供給された補給水を貯水部の上端部の流入部によって貯水部内に流入させ
て貯水部内に確実に留めることができる。また、上流側の補給水流路部の補給水が貯水部
に流入後、貯水部の容積が満水状態になるまで貯水部内の補給水が流出部から下流側の補
給水流路部へ流出することを防ぎ、貯水部の下流側の補給水流路部の吐水口からオーバー
フロー管の開口に向けて補給水として吐水されることを防ぐことができる。したがって、
無駄水が発生することを防ぐことができ、節水化を達成することができる。
【００１０】
　上記の目的を達成するために、本発明は、便器を洗浄するための洗浄水を水源から洗浄
水タンク内に給水する給水装置と、洗浄水タンクの底面に配置されて便器と連通する排水
流路を開閉する排水弁と、排水流路と連通し、洗浄水タンクの底面から上方へ延びるよう
に設けられて洗浄水タンク内の洗浄水が満水水位を超えた場合に洗浄水を便器へ排出する
オーバーフロー管と、を有する洗浄水タンク装置に設けられて便器に補給水を供給する補
給水供給装置であって、給水装置から分岐し、その下流側端部に形成された吐水口がオー
バーフロー管の開口に差し向けられて吐水口からオーバーフロー管に補給水を供給する補
給水流路部と、この補給水流路部に設けられて所定容量の補給水を貯水可能な貯水部と、
この貯水部に形成されて貯水部内の補給水を洗浄水タンクに流出可能な開口を洗浄水タン
ク内の水位と連動して開閉する開閉弁と、を有し、貯水部は、その容積と異なる容積を備
えた他の貯水部に変更可能となるように補給水流路部に脱着可能に取付けられている。
　このように構成された本発明においては、排水弁が排水流路を開放して洗浄水タンク内
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の洗浄水が便器へ供給される洗浄開始直後において、貯水部の開口が、洗浄水タンク内の
水位と連動する開閉弁により閉じられた状態であり、給水装置から分岐して補給水流路部
に供給された補給水が、補給水流路部に設けられた貯水部内に供給された際に、所定容量
の補給水を貯水部に貯水して留めることができる。したがって、補給水が貯水部内に留め
られている間においては、補給水流路部の補給水が吐水口からオーバーフロー管の開口に
向けて補給水として吐水されることを防ぐことができるため、無駄水が発生することを防
ぐことができ、節水化を達成することができる。
　さらに、大洗浄後と小洗浄後のそれぞれにおいて、排水弁が排水流路を閉鎖し、洗浄水
タンク内の洗浄水の水位が所定水位まで上昇し、貯水部の開口が開閉弁により閉じられた
後、貯水部が所定容量の補給水で満たされたときから洗浄水タンク内の水位が満水水位に
なるまでの期間に限り、補給水流路部の補給水が吐水口からオーバーフロー管の開口に向
けて補給水として吐水されるため、一定水量の補給水をオーバーフロー管から便器に供給
することができる。
　さらに、貯水部が、その容積と異なる容積を備えた他の貯水部に変更可能となるように
補給水流路部に脱着可能に取付けられていることにより、貯水部の容積を使用状況に応じ
て簡単に変更することができ、補給水量を簡単に変更することができる。
【００１１】
　上記の目的を達成するために、本発明は、便器を洗浄するための洗浄水を水源から洗浄
水タンク内に給水する給水装置と、洗浄水タンクの底面に配置されて便器と連通する排水
流路を開閉する排水弁と、排水流路と連通し、洗浄水タンクの底面から上方へ延びるよう
に設けられて洗浄水タンク内の洗浄水が満水水位を超えた場合に洗浄水を便器へ排出する
オーバーフロー管と、を有する洗浄水タンク装置に設けられて便器に補給水を供給する補
給水供給装置であって、給水装置から分岐し、その下流側端部に形成された吐水口がオー
バーフロー管の開口に差し向けられて吐水口からオーバーフロー管に補給水を供給する補
給水流路部と、この補給水流路部に設けられて所定容量の補給水を貯水可能な貯水部と、
この貯水部に形成されて貯水部内の補給水を洗浄水タンクに流出可能な開口を洗浄水タン
ク内の水位と連動して開閉する開閉弁と、を有し、開閉弁は、洗浄水タンク内の水位と連
動して浮力により上下動するフロート弁であり、貯水部の開口とこの開口を開閉するフロ
ート弁との間には、貯水部と洗浄水タンクを連通させる小穴が形成されている。
　このように構成された本発明においては、排水弁が排水流路を開放して洗浄水タンク内
の洗浄水が便器へ供給される洗浄開始直後において、貯水部の開口が、洗浄水タンク内の
水位と連動する開閉弁により閉じられた状態であり、給水装置から分岐して補給水流路部
に供給された補給水が、補給水流路部に設けられた貯水部内に供給された際に、所定容量
の補給水を貯水部に貯水して留めることができる。したがって、補給水が貯水部内に留め
られている間においては、補給水流路部の補給水が吐水口からオーバーフロー管の開口に
向けて補給水として吐水されることを防ぐことができるため、無駄水が発生することを防
ぐことができ、節水化を達成することができる。
　さらに、大洗浄後と小洗浄後のそれぞれにおいて、排水弁が排水流路を閉鎖し、洗浄水
タンク内の洗浄水の水位が所定水位まで上昇し、貯水部の開口が開閉弁により閉じられた
後、貯水部が所定容量の補給水で満たされたときから洗浄水タンク内の水位が満水水位に
なるまでの期間に限り、補給水流路部の補給水が吐水口からオーバーフロー管の開口に向
けて補給水として吐水されるため、一定水量の補給水をオーバーフロー管から便器に供給
することができる。
　さらに、開閉弁が洗浄水タンク内の水位と連動して浮力により上下動するフロート弁で
あるため、簡単な構造により、無駄水が発生することを防ぐことができ、節水化を達成す
ることができる。
　さらに、貯水部の開口とこの開口を開閉するフロート弁との間に形成された小穴により
、洗浄終了後、貯水部が補給水でほぼ満たされている状態であっても、貯水部の補給水が
小穴を通って洗浄水タンクに少量ずつ徐々に流出し、貯水部内の補給水の水位が洗浄水タ
ンク内の洗浄水の水位とほぼ同じになるまで低下するため、補給水流路部の補給水が吐水
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口からオーバーフロー管の開口に向けて補給水として吐水されることを防ぐことができる
。したがって、無駄水が発生することを防ぐことができ、節水化を達成することができる
。
【００１３】
　また、本発明は、上記補給水供給装置を備えた洗浄水タンク装置である。
　このように構成された本発明においては、無駄水が発生することを防ぐことができ、節
水化を達成することができる洗浄水タンク装置を提供することができる。
【００１４】
　また、本発明は、上記洗浄水タンク装置を備えた水洗大便器である。
　このように構成された本発明においては、無駄水が発生することを防ぐことができ、節
水化を達成することができる水洗大便器を提供することができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の補給水供給装置によれば、洗浄開始直後に、補給水がオーバーフロー管から便
器に供給されることを防ぎ、無駄水が発生することがなく、節水化を達成することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態による補給水供給装置を備えた洗浄水タンク装置が適用され
た水洗大便器において、便座及び便蓋を取り外した状態を示す斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態による補給水供給装置を備えた洗浄水タンク装置の内部構造
を蓋体を取り外した状態で前方斜め上方から見た斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態による補給水供給装置の一部分を一部破断した部分断面正面
図である。
【図４】本発明の一実施形態による補給水供給装置の分解斜視図である。
【図５（ａ）】本発明の一実施形態による補給水供給装置の大洗浄モードにおける排水が
開始される前の状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部分的に破断し
た部分正面断面図である。
【図５（ｂ）】本発明の一実施形態による補給水供給装置の大洗浄モードにおける排水が
開始された直後の状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部分的に破断
した部分正面断面図である。
【図５（ｃ）】本発明の一実施形態による補給水供給装置の大洗浄モードにおける排水中
の洗浄水タンク内の洗浄水の水位が、時間と共に水位ＷＬ３まで下降した状態を示す洗浄
水タンク装置において、補給水供給装置を部分的に破断した部分正面断面図である。
【図５（ｄ）】本発明の一実施形態による補給水供給装置の大洗浄モードにおける排水終
了直後の状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部分的に破断した部分
正面断面図である。
【図５（ｅ）】本発明の一実施形態による補給水供給装置の大洗浄モードにおける排水終
了後、給水中に、洗浄水タンク内の洗浄水の水位が、時間と共に水位ＷＬ７まで上昇した
状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部分的に破断した部分正面断面
図である。
【図５（ｆ）】本発明の一実施形態による補給水供給装置の大洗浄モードにおける排水終
了後、給水中に、洗浄水タンク内の洗浄水の水位が、時間と共に水位ＷＬ８まで上昇した
状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部分的に破断した部分正面断面
図である。
【図５（ｇ）】本発明の一実施形態による補給水供給装置の大洗浄モードにおける給水が
終了した後一定時間が経過した状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を
部分的に破断した部分正面断面図である。
【図６（ａ）】本発明の一実施形態による補給水供給装置の小洗浄モードにおける排水が
開始される前の状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部分的に破断し
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た部分正面断面図である。
【図６（ｂ）】本発明の一実施形態による補給水供給装置の小洗浄モードにおける排水が
開始された直後の状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部分的に破断
した部分正面断面図である。
【図６（ｃ）】本発明の一実施形態による補給水供給装置の小洗浄モードにおける排水中
の洗浄水タンク内の洗浄水の水位が、時間と共に水位ＷＬ３まで下降した状態を示す洗浄
水タンク装置において、補給水供給装置を部分的に破断した部分正面断面図である。
【図６（ｄ）】本発明の一実施形態による補給水供給装置の小洗浄モードにおける排水終
了直後の状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部分的に破断した部分
正面断面図である。
【図６（ｅ）】本発明の一実施形態による補給水供給装置の小洗浄モードにおける排水終
了後、給水中に、洗浄水タンク内の洗浄水の水位が、時間と共に水位ＷＬ７まで上昇した
状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部分的に破断した部分正面断面
図である。
【図６（ｆ）】本発明の一実施形態による補給水供給装置の小洗浄モードにおける排水終
了後、給水中に、洗浄水タンク内の洗浄水の水位が、時間と共に水位ＷＬ８まで上昇した
状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部分的に破断した部分正面断面
図である。
【図６（ｇ）】本発明の一実施形態による補給水供給装置の小洗浄モードにおける給水が
終了した後一定時間が経過した状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を
部分的に破断した部分正面断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　つぎに、添付図面により、本発明の一実施形態による補給水供給装置、この補給水供給
装置を備えた洗浄水タンク装置、及び、この洗浄水タンク装置を備えた水洗大便器につい
て説明する。
　まず、図１により、本発明の一実施形態による補給水供給装置を備えた洗浄水タンク装
置が適用された水洗大便器を説明する。
　図１は、本発明の一実施形態による補給水供給装置を備えた洗浄水タンク装置が適用さ
れた水洗大便器において、便座及び便蓋を取り外した状態を示す斜視図である。
【００１８】
　図１に示すように、符号１は、サイホン作用を利用してボウル部内の汚物を吸い込んで
排水トラップ管路から一気に外部に排出する、いわゆる、サイホン式の水洗大便器であり
、この水洗大便器１は、陶器製の便器本体２を備え、この便器本体２には、ボウル部４と
、このボウル部４の下部と連通するトラップ管路６がそれぞれ形成されている。
　便器本体２のボウル部４の上縁部には、内側にオーバーハングしたリム８と、便器本体
２の後方側の内部に形成される排水流路９（図３参照）から供給される洗浄水を吐水する
第１吐水口１０が形成され、この第１吐水口１０から吐水された洗浄水は、旋回しながら
下降してボウル部４を洗浄するようになっている。
【００１９】
　ボウル部４の下方には、鎖線Ｗ0で溜水面が示された溜水部１２が形成されている。こ
の溜水部１２の下方には、排水トラップ管路６の入口６ａが開口し、この入口６ａから後
方の排水トラップ管路６は排水ソケット（図示せず）を介して床下の排出管（図示せず）
に接続されている。
　また、ボウル部４の溜水面Ｗ0の上方位置には、便器本体２の後方側の内部に形成され
る排水流路９（図３参照）から供給される洗浄水を吐水する第２吐水口１４が形成され、
この第２吐水口１４から吐水される洗浄水が溜水部１２の溜水を上下方向に旋回させる旋
回流を生じさせるようになっている。
【００２０】
　便器本体２の後方側の上面には、便器本体２に供給する洗浄水を貯水する洗浄水タンク
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装置１６が設けられ、洗浄水タンク装置１６の上部には、洗浄水タンク装置の蓋をする蓋
体１７が設けられている。
　なお、本実施形態による洗浄水タンク装置１６においては、上述したサイホン式の水洗
大便器に適用した例について説明するが、このようなサイホン式の水洗大便器に限定され
ず、ボウル部内の水の落差による流水作用で汚物を押し流す、いわゆる、洗い落し式の水
洗大便器等の他のタイプの水洗便器にも適用可能である。
【００２１】
　つぎに、図２及び図３により、洗浄水タンク装置１６の内部構造について説明する。
　図２は、本発明の一実施形態による補給水供給装置を備えた洗浄水タンク装置の内部構
造を蓋体を取り外した状態で前方斜め上方から見た斜視図であり、図３は本発明の一実施
形態による補給水供給装置の一部分を一部破断した部分断面正面図である。
　図２及び図３に示すように、洗浄水タンク装置１６は、水洗大便器１を洗浄する洗浄水
を貯水する洗浄水タンク１８を備え、この洗浄水タンク１８の底部には、便器本体２の排
水流路９と連通する排水口２０が形成され、洗浄水タンク１８内の洗浄水が便器本体２の
排水流路９へと供給されるようになっている。また、洗浄水タンク１８は、節水型の水洗
大便器に用いられるよう大洗浄時には４．８リットル（小洗浄時には３リットル）の洗浄
水量を洗浄に使用できるようになっているが、便器の種類に応じて、貯水する洗浄水の量
が異なっていてもよい。
【００２２】
　図２及び図３に示すように、洗浄水タンク装置１６の洗浄水タンク１８内には、補給水
供給装置１９と、この洗浄水タンク１８内に洗浄水を供給する給水装置２２と、洗浄水タ
ンク１８に貯えられた洗浄水について排水口２０を開放して便器本体２の排水流路９に流
出させる排水弁装置２４と、排水弁装置２４に取付けられ洗浄水タンク１８内の洗浄水が
満水水位を超えたときに洗浄水を排水流路９を介して便器本体２にオーバーフローさせる
オーバーフロー管部２６とが設けられている。
　また、詳細は後述する補給水供給装置１９は、給水装置２２から分岐されてオーバーフ
ロー管部２６の上方まで延び便器本体２に補給水をリフィールさせる補給水流路部２８を
備えている。
【００２３】
　給水装置２２は、外部の給水源（図示せず）に接続され洗浄水タンク１８の底部から上
方に延びる給水管３０と、この給水管３０の上端部に取り付けられ、給水管３０から給水
される洗浄水の洗浄水タンク１８内への吐水と止水を切り替える給水バルブ３２と、洗浄
水タンク１８内の水位の変動に応じて上下動して給水バルブ３２による吐水と止水を切り
替える給水バルブフロート３４とを備えている。給水バルブ３２から吐水される洗浄水は
、給水源からの給水圧に応じて単位時間あたりの流量はほぼ一定に設定されている。
【００２４】
　給水管３０の外周側下端部には、給水バルブ吐水口３６が開口し、給水バルブ３２から
の洗浄水がこの給水バルブ吐水口３６から洗浄水タンク１８内に吐水されるようになって
いる。
【００２５】
　給水装置２２においては、排水弁装置２４により、洗浄水タンク１８内の洗浄水が便器
に排水されると、洗浄水の水位が低下して給水バルブフロート３４が下降し、それにより
給水バルブ３２が開き、給水バルブ吐水口３６からの吐水が開始し、洗浄水タンク装置１
６の外部の給水源（図示せず）から洗浄水タンク１８内への吐水が開始されるようになっ
ている。
　さらに、吐水が継続されて洗浄水タンク１８内の水位が上昇すると、給水バルブフロー
ト３４も上昇し、それにより給水バルブ３２が閉じ、給水バルブ吐水口３６が止水される
。これにより、洗浄水タンク１８内の洗浄水の水位が満水時の止水水位に維持されるよう
になっている。
【００２６】
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　排水弁装置２４は、洗浄水タンク１８の底面に取り付けられ且つ便器本体２の排水流路
９に連通する排水口２０を形成する排水口形成部材３８と、弁体４０と、この弁体４０を
保持する弁体保持部材４２と、この弁体保持部材４２に下端部が取り付けられて上下方向
に延びる主軸部材４４と、主軸部材４４の上端部（図示せず）に取り付けられて主軸部材
４４の引き上げ操作による弁体４０の開弁操作を操作する操作ワイヤ４６とを備えている
。
　排水口形成部材３８は、排水口２０の上縁に沿って全周に亘って形成され且つ上方に突
出する弁座４１を備え、この弁座４１と弁体４０が当接することにより、排水口２０が閉
鎖されるようになっている。
　操作ワイヤ４６は、一端部が主軸部材４４の上端部（図示せず）に取り付けられ、他端
部が洗浄水タンク１８の内部に取り付けられたワイヤ巻取り装置４８に取り付けられてい
る。このワイヤ巻取り装置４８は、洗浄水タンク１８の外部に取り付けられた操作レバー
５０と連結されており、この操作レバー５０を大洗浄又は小洗浄の所定の洗浄モードを実
行させる方向に回動操作することにより、この操作レバー５０の回動と連動してワイヤ巻
取り装置４８が作動し、操作ワイヤ４６がワイヤ巻取り装置４８によって巻き取られ、こ
の巻き取られる操作ワイヤ４６により、排水弁装置２４の主軸部材４４が引き上げられ、
この主軸部材４４と共に弁体保持部材４２及び弁体４０が上昇するようになっている。
【００２７】
　オーバーフロー管部２６は、オーバーフロー管５２と、オーバーフロー管５２の下端が
取り付けられるオーバーフロー管取付部５４とを備え、オーバーフロー管取付部５４は、
洗浄水タンク１８のほぼ底面１８ａ付近において、排水弁装置２４の排水口形成部材３８
の外周に接続されている。
　オーバーフロー管５２は、オーバーフロー管取付部５４から上方へとほぼ直立して設け
られ、その上端には、上方に向かって開口する開口５２ａが円形に形成され、その下端に
おいて、オーバーフロー管５２がオーバーフロー管取付部５４と、排水口形成部材３８の
内部の排水口２０とを介して排水流路９と連通するように設けられている。
　オーバーフロー管５２の開口の高さは、洗浄水が洗浄水タンクから溢れ出るのを防ぐよ
うに、止水水位よりも高い高さに設定されている。このオーバーフロー管５２により、洗
浄水が止水水位（満水水位）を超えて上昇しても、開口５２ａから、洗浄水がオーバーフ
ロー管５２内にオーバーフローし、排水口形成部材３８の内部の排水流路９を経て、第１
吐水口１０から、ボウル部４内に排出されるようになっている。
【００２８】
　なお、本実施形態では、一例として、排水弁装置については、使用者が操作レバー５０
を直接回転操作してワイヤ巻取り装置４８を作動させる手動式の排水弁装置の形態につい
て説明するが、このような形態に限定されず、使用者がタンクに設けられた操作ボタン（
図示せず）をプッシュ操作して弁体４０の開弁操作を操作できる弁体作動機構（図示せず
）を有するプッシュ式の排水弁装置の形態、さらに、操作レバー５０を回動させるための
モータ等の駆動手段を設け、外部に設定された操作ボタン（図示せず）又は人感センサー
（図示せず）からの指令信号によって駆動手段の作動を自動的に制御するような排水弁装
置の形態にしてもよい。
【００２９】
　つぎに、図２乃至図４を参照して、補給水供給装置１９の補給水流路部２８について説
明する。
　図４は、本発明の一実施形態による補給水供給装置の補給水流路部において、補給水流
路管を取り外した状態の分解斜視図である。
【００３０】
　補給水流路部２８は、給水バルブ３２から給水バルブ吐水口３６への流路と分岐されて
オーバーフロー管５２の開口５２ａの上方まで延びる補給水流路管５６と、この補給水流
路管５６の下流側端部に脱着可能に接続された上流側端部から、詳細は後述する貯水部６
０の上側筒体部６８の上端面６８ａに形成された流入口６８ｂまで延びる貯水部入口管５
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８と、貯水部６０の上側筒体部６８の上端面６８ａに形成された流出口６８ｃから延びて
その下流側端部が補給水流路吐水口６２ａとしてオーバーフロー管５２の開口５２ａのほ
ぼ真上に位置する補給水流路吐水管６２と、貯水部６０をオーバーフロー管５２の開口５
２ａに固定する固定部６４とを備えている。
【００３１】
　補給水流路管５６は、その上流端部が給水バルブ３２に接続され、給水バルブ３２から
一定流量の補給水が安定して供給されるようになっている。
　貯水部入口管５８は、この貯水部６０の上方の補給水流路管５６から貯水部６０まで、
補給水を必ず貯水部６０内下方に一旦流下させるように形成されている。
　ここで、貯水部入口管５８は、補給水流路管５６に貯水部６０を設けた上で、貯水部６
０の上方の補給水流路管５６から貯水部６０まで延びる隔壁６６を設けることにより、補
給水を補給水流路管５６から必ず貯水部６０内を経由して流させるように形成されてもよ
い。
【００３２】
　貯水部６０は、補給水流路部２８の途中に設けられ且つ補給水流路部２８の貯水部入口
管５８の下端に設けられ、所定容量の補給水を貯水できる大きさに形成されている。
　貯水部６０は、内部が中空になっている筒体の上側部分を形成している上側筒体部６８
と、内部が中空になっている筒体の下側部分を形成し、この上側筒体部６８に下側から取
付けられて上側筒体部６８との間に補給水を貯水可能な貯水可能容積空間７０を形成でき
るような下側筒体部７２とを備えている。
　貯水部６０の上側筒体部６８と下側筒体部７２とにより形成される筒形体中の貯水可能
容積空間７０は、給水バルブ３２が給水を開始してから後述するフロート弁８２が開放さ
れるまでに、補給水流路管５６から供給される補給水を全て貯水できるような４９ｃｃ以
上の所定容量を有する大きさに形成されている。
　貯水部６０の上側筒体部６８には、その上端面６８ａに補給水が貯水部入口管５８から
流入される流入口６８ｂが形成され、貯水部６０の上側筒体部６８の上端面６８ａにおい
て、自身から補給水が補給水流路吐水管６２に流出される流出口６８ｃが形成され、貯水
部６０の上側筒体部６８の下部の内周面にはねじ受け部６８ｄが設けられている。貯水部
６０の上側筒体部６８の上端面６８ａに形成された流入口６８ｂ及び流出口６８ｃは、共
に鉛直下方向きに開口するので、その流入口６８ｂから鉛直下方向きに流入される補給水
が先ず貯水部に流下され、直接流出口６８ｃに入り込まないようになっている。
　貯水部６０の下側筒体部７２には、その上部の外周面にねじ係合部７２ａが設けられて
おり、このねじ係合部７２ａが貯水部６０の上側筒体部６８のねじ受け部６８ｄと回転係
合することによって、貯水部６０の上側筒体部６８と下側筒体部７２とが接続されている
。
　貯水部６０の下側筒体部７２は、ねじ係合部７２ａを回転させることによって容易に着
脱可能であり、異なる大きさ（形状）の下側筒体部７２を上側筒体部６８と接続すること
により、上側筒体部６８と下側筒体部７２によって形成される貯水可能容積空間７０の所
定容量を有する大きさに変更することができる。従って、異なるタイプの便器本体２によ
り要求される異なる補給水量に対応して、一定水量の補給水を便器本体２にリフィールさ
せ且つ無駄水の発生を防ぐことが可能となる。
【００３３】
　補給水流路部２８の固定部６４は、貯水部６０の上側筒体部６８から水平に延びる支持
軸取付部７４と、この支持軸取付部７４に取付けられる支持軸７６と、支持軸取付部７４
の下方で支持軸７６と係合する支持軸係合部７８と、支持軸係合部７８の上部側面に接続
されオーバーフロー管５２の上端の開口５２ａに取付けられるオーバーフロー管開口取付
部８０とを備えている。
　支持軸取付部７４と連結された上側筒体部６８の高さは、支持軸取付部７４と係合する
支持軸７６の高さを設定することによって設定することができる。
　支持軸係合部７８は、オーバーフロー管開口取付部８０よりも小さい円筒形状に形成さ
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れ、且つ自身の軸心がオーバーフロー管開口取付部８０よりも外側に位置されている。さ
らに、支持軸係合部７８は、支持軸７６のねじ部７６ａに回転係合され、支持軸７６のね
じ部７６ａを回転させることによって、支持軸係合部７８に対して支持軸７６を上下移動
させることができる。
　オーバーフロー管開口取付部８０は、実質的には、洗浄水タンク１８内の満水水位を超
えた洗浄水が流入するオーバーフロー管５２の上端のオーバーフロー管流入口８０ａを形
成している。
　上述のような構成から、貯水部６０の上側筒体部６８が、支持軸取付部７４、支持軸７
６、支持軸係合部７８、及び、オーバーフロー管５２の上端の開口５２ａに取付けられる
オーバーフロー管開口取付部８０を介して、オーバーフロー管５２に対して位置が固定さ
れている。
【００３４】
　補給水流路吐水管６２は、貯水部６０の上側筒体部６８の上端面６８ａに形成された流
出口６８ｃから上方に立ち上がった後、水平に屈曲され、オーバーフロー管５２の開口５
２ａのほぼ真上まで延ばされ、オーバーフロー管５２の開口５２ａのほぼ真上で再び真下
方向に向かって屈曲され、オーバーフロー管５２の開口５２ａに向かう補給水流路吐水口
６２ａが形成されている。
　補給水流路吐水管６２は、貯水部６０の上側筒体部６８とほぼ一体に形成されているの
で上側筒体部６８に対して位置が固定されており、そのため、オーバーフロー管５２に対
しても位置が固定されている。
【００３５】
　貯水部６０の下側筒体部７２には、その下面７２ｂに、洗浄水タンク１８に補給水を流
出できる開口７２ｃが形成され、洗浄水タンク１８内の水位と連動して開口７２ｃを開閉
するフロート弁８２が備えられている。
　フロート弁８２には、洗浄水タンク１８内の水位の上下動と連動して上下動するフロー
ト８４と、このフロート８４が下部に取付けられ、フロート８４の浮力を受けた上下移動
によって開口７２ｃを開閉できる蓋弁体部８６とが備えられている。
　蓋弁体部８６は、開口７２ｃの径よりも大きな径を有する円形に形成され、開口７２ｃ
の外側から開口７２ｃを覆うように蓋をする外側蓋弁体８６ａと、蓋弁体部８６の上面に
取付けられ、開口７２ｃの内側まで挿入されて、開口７２ｃの内側において摺動できるよ
うになっている開口内摺動部８６ｂと、この開口内摺動部８６ｂの上端において開口７２
ｃの貯水部内側から開口外側に向かう移動の際に引掛かるようになっている４つのつめ８
６ｃとを備えている。従って、蓋弁体部８６は、蓋弁体部８６の外側蓋弁体８６ａと蓋弁
体部８６のつめ８６ｃとの間で上下方向に摺動できるように設けられている。
　フロート弁８２の蓋弁体部８６の外側蓋弁体８６ａが、フロート８４の浮力によって押
し上げられ、貯水部６０の下側筒体部７２に形成された開口７２ｃに押し付けられるとき
、その開口７２ｃが閉鎖され、フロート弁８２の蓋弁体部８６の外側蓋弁体８６ａが、フ
ロート８４が浮力を失って降下し、貯水部６０の下側筒体部７２に形成された開口７２ｃ
から離れるとき、その開口７２ｃが開放されるようになっている。
　フロート弁８２の蓋弁体部８６の外側蓋弁体８６ａが、貯水部６０の下側筒体部７２に
形成された開口７２ｃに押し付けられる（開口７２ｃが閉鎖されている）際に、この外側
蓋弁体８６ａとこの開口７２ｃとの間には小さな穴（小隙間）８８が形成されるようにな
っている。
　貯水部６０の下側筒体部７２に設けられたフロート弁８２の代わりに、水位を検知して
開閉される他の開閉弁が用いられてもよい。
【００３６】
　つぎに、本発明の一実施形態による補給水供給装置、及び、その補給水供給装置を備え
た洗浄水タンク装置、この洗浄水タンク装置が適用された水洗大便器の動作（作用）を説
明する。
　まず、図５（ａ）～（ｇ）により、本発明の一実施形態による補給水供給装置を備えた



(12) JP 5910984 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

洗浄水タンク装置及びこの洗浄水タンク装置が適用された水洗大便器により実行される２
種類の洗浄モードのうちの大洗浄モードについて説明する。
　図５（ａ）は、本発明の一実施形態による補給水供給装置の大洗浄モードにおける排水
及び給水が開始される前の状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部分
的に破断した部分正面断面図であり、図５（ｂ）は、本発明の一実施形態による補給水供
給装置の大洗浄モードにおける排水が開始された直後の状態を示す洗浄水タンク装置にお
いて、補給水供給装置を部分的に破断した部分正面断面図であり、図５（ｃ）は、本発明
の一実施形態による補給水供給装置の大洗浄モードにおける排水中の洗浄水タンク内の洗
浄水の水位が、時間と共に水位ＷＬ３まで下降した状態を示す洗浄水タンク装置において
、補給水供給装置を部分的に破断した部分正面断面図である。
　また、図５（ｄ）は、本発明の一実施形態による補給水供給装置の大洗浄モードにおけ
る排水終了直後の状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部分的に破断
した部分断面正面図であり、図５（ｅ）は、本発明の一実施形態による補給水供給装置の
大洗浄モードにおける排水終了後、給水中に、洗浄水タンク内の洗浄水の水位が、時間と
共に水位ＷＬ７まで上昇した状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部
分的に破断した部分断面正面図であり、図５（ｆ）は、本発明の一実施形態による補給水
供給装置の大洗浄モードにおける排水終了後、給水中に、洗浄水タンク内の洗浄水の水位
が、時間と共に水位ＷＬ８まで上昇した状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供
給装置を部分的に破断した部分正面断面図であり、図５（ｇ）は、本発明の一実施形態に
よる補給水供給装置の大洗浄モードにおける給水が終了した後一定時間が経過した状態を
示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部分的に破断した部分断面正面図であ
る。
【００３７】
　まず、図５（ａ）に示されるような大洗浄モードにおける排水及び給水が開始される前
の状態の補給水供給装置１９においては、排水弁装置２４の弁体４０が弁座４１に当接し
て排水口２０が閉止され、洗浄水タンク１８内の洗浄水の水位は、満水時のほぼ止水水位
ＷＬ０に維持されている。補給水流路部２８の貯水部６０内の補給水の水位は、洗浄水タ
ンク１８内の満水時のほぼ止水水位ＷＬ０に維持され、貯水部６０内の止水水位ＷＬ０よ
り上方には、前述の所定容量の貯水可能な容積空間７０の内の一部が貯水可能な状態で残
っている。貯水部６０のフロート弁８２の蓋弁体部８６の外側蓋弁体８６ａは、貯水部６
０のフロート弁８２の蓋弁体部８６のフロート８４の浮力によって貯水部６０の下側筒体
部７２に形成された開口７２ｃに押し付けられ、開口７２ｃが閉止された状態となってい
る。
【００３８】
　つぎに、図５（ｂ）に示すように、大洗浄モードにおける排水が開始された直後の状態
の補給水供給装置１９においては、使用者が操作レバー５０を所定の大洗浄モードを実行
する方向に回動操作すると、ワイヤ巻取り装置４８が作動し、操作ワイヤ４６が大洗浄モ
ードの巻き取り量で巻き取られ、排水弁装置２４の主軸部材４４、弁体保持部材４２及び
弁体４０が弁座４１に対して引き上げられ、排水口２０が開放され、洗浄水タンク１８内
の洗浄水が排水流路９を通じて便器本体２に排出される。弁体４０が排水口２０を開放し
た後に給水装置２２の給水バルブ３２が開弁され、ほぼ同時に、給水バルブ３２の給水バ
ルブ吐水口３６から洗浄水が洗浄水タンク１８内へ吐水され、ほぼ同時に、給水バルブ３
２から分岐した補給水流路部２８の補給水流路管５６に供給される補給水が補給水流路管
５６から補給水流路部２８の貯水部入口管５８を通って、貯水部６０の上側筒体部６８の
上端面６８ａに形成された流入口６８ｂから貯水部６０内に鉛直方向下方に流下される。
貯水部６０内への補給水の水位は、洗浄開始時の止水水位ＷＬ０から時間と共に徐々に上
昇され、水位ＷＬ１に上昇されている。貯水部６０内の水位ＷＬ１より上方には、前述の
所定容量の貯水可能な容積空間７０の内の一部が貯水可能な状態で残っている。このとき
、洗浄水タンク１８内の貯水部６０の外側における水位は、水位ＷＬ２まで下降されてい
る。
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【００３９】
　つぎに、図５（ｃ）に示すように、大洗浄モードにおける排水中の洗浄水タンク内の水
位が、時間と共に水位ＷＬ３まで下降した状態の補給水供給装置１９においては、弁体４
０が排水口２０を開放した状態のままであり、給水バルブ３２の給水バルブ吐水口３６か
らの洗浄水が洗浄水タンク１８内へ吐水され、給水バルブ３２から分岐した補給水流路管
５６から補給水が貯水部６０内に流入されている。貯水部６０内の水位は、水位ＷＬ１か
ら時間と共に上昇されて水位ＷＬ４とされている。貯水部６０内の水位ＷＬ４より上方に
は、前述の所定容量の貯水可能な容積空間７０の内一部が貯水可能な状態で依然として残
っている。
　洗浄水タンク１８内の貯水部６０の外側における洗浄水の水位が、水位ＷＬ３まで下降
されると、フロート８４が洗浄水タンク１８内の水位の下降と連動して下降を開始するの
で、フロート８４が取付けられている外側蓋弁体８６ａが下降を開始し、貯水部６０の下
側筒体部７２に形成された開口７２ｃから離れ、貯水部６０内に貯水されていた補給水が
開口７２ｃから洗浄水タンク１８内に一気に流出され、貯水部６０内の水位が、水位ＷＬ
４から急速に低下を開始する。従って、貯水部６０内の貯水可能容積空間７０が補給水に
よって満たされる前に、貯水部６０の下側筒体部７２に形成された開口７２ｃからの補給
水の流出が開始される。
【００４０】
　つぎに、図５（ｄ）に示すように、大洗浄モードにおける排水終了直後の状態の補給水
供給装置１９においては、排水弁装置２４の主軸部材４４及び弁体４０が水位の低下と共
にさらに下降され、弁体４０が弁座４１に当接し、排水口２０が閉止され、排水弁装置２
４の大洗浄モードにおける排水が終了された状態となっている。
　一方、給水装置２２の給水バルブ３２の給水バルブ吐水口３６から吐水される洗浄水が
継続して洗浄水タンク１８内に吐水され、給水バルブ３２から分岐した補給水流路管５６
から補給水が貯水部６０内に流入され、この貯水部６０内に流入した補給水が貯水部６０
の下側筒体部７２に形成された開口７２ｃから貯水部６０外方の洗浄水タンク１８内に流
出され、この洗浄水タンク１８内に貯水されている。洗浄水タンク１８内の貯水部６０の
外側の水位は、止水水位ＷＬ５において下降が停止された後、止水水位ＷＬ５から時間と
共に再び上昇を開始される。
　貯水部６０内の水位は、貯水部６０内の補給水が開口７２ｃから洗浄水タンク１８内に
流出されるので、貯水部６０底面からほぼ零の高さの水位ＷＬ６にされ、貯水部６０内に
は、前述の所定容量の貯水可能な容積空間７０がほぼ全体にわたって残っている状態とな
っている。
【００４１】
　つぎに、図５（ｅ）に示すように、大洗浄モードにおける排水終了後、給水中に、洗浄
水タンク１８内の水位が、時間と共に水位ＷＬ７まで上昇した状態の補給水供給装置１９
においては、弁体４０が排水口２０を閉じた状態のままであり、給水バルブ３２の給水バ
ルブ吐水口３６の洗浄水が継続して洗浄水タンク１８内に吐水され、給水バルブ３２から
分岐した補給水流路管５６から補給水が貯水部６０内に流入されている。
　洗浄水タンク１８内の貯水部６０の外側の水位が、水位ＷＬ７まで上昇されると、フロ
ート８４が水位の上昇と連動して上昇するので、フロート８４が取付けられている外側蓋
弁体８６ａが上昇を開始し、貯水部６０の下側筒体部７２に形成された開口７２ｃに押し
付けられ、開口７２ｃから貯水部６０外方に流出される補給水が閉止され、補給水流路管
５６から貯水部６０内に流入する補給水が、貯水部６０内に貯水され始め、貯水部６０内
の水位が、貯水部６０底面からほぼ零の高さの水位ＷＬ６から上昇を開始される。このよ
うに外側蓋弁体８６ａは補給水流路管５６からの補給水の流れを貯水部６０外方に流出さ
せるか貯水部６０に貯水させるか切り換える切り換え弁体の機能も果たしている。貯水部
６０内には、貯水可能な容積空間７０がほぼ全体にわたって貯水可能な状態で残っている
。
【００４２】
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　つぎに、図５（ｆ）に示すように、大洗浄モードにおける排水終了後、給水中に、洗浄
水タンク１８内の水位が、時間と共に水位ＷＬ８まで上昇した状態の補給水供給装置１９
においては、弁体４０が排水口２０を閉じた状態のままであり、給水バルブ３２の給水バ
ルブ吐水口３６の洗浄水が継続して洗浄水タンク１８内に吐水され、給水バルブ３２から
分岐した補給水流路管５６から補給水が貯水部６０内に流入されている。
　フロート弁８２の蓋弁体部８６の外側蓋弁体８６ａは、フロート８４の浮力によって貯
水部６０の下側筒体部７２に形成された開口７２ｃに押し付けられ、開口７２ｃから貯水
部６０外方に流出される補給水を閉止する状態となっており、貯水部６０の流入口６８ｂ
から流入する補給水が、貯水部６０内を満水の状態にさせている。従って、貯水部６０内
には、貯水可能な容積空間７０の内のさらに補給水を貯水可能な空間が残されていない状
態となっている。
　この状態では、貯水部６０の流入口６８ｂから一端貯水部６０内に流入される補給水が
、貯水部６０内に貯水しきれず、貯水部６０の上側筒体部６８の上端面６８ａに形成され
た流出口６８ｃから補給水流路部２８の補給水流路吐水管６２に向かって上方に流出され
、オーバーフロー管５２の開口５２ａのほぼ真上に配置された補給水流路吐水管６２の補
給水流路吐水口６２ａから、オーバーフロー管５２内に向かって吐水が開始され、この補
給水流路吐水口６２ａから吐水された補給水が、オーバーフロー管５２内に流入され、補
給水がオーバーフロー管５２内を通して便器本体２にリフィールされる。
　貯水部６０内が満水にされた後、給水バルブ３２からの給水が終了されるまでの一定の
補給水吐水時間において、補給水流路吐水管６２より吐水される補給水が一定水量の補給
水として便器本体２にリフィールされる。貯水部６０の下側筒体部７２に形成された開口
７２ｃが外側蓋弁体８６ａにより閉鎖されてから、貯水部６０内が満水になるまでの時間
は、貯水部６０の貯水可能容積空間７０の大きさを変更することにより変えることができ
る。
【００４３】
　つぎに、大洗浄モードにおける給水が終了された直後の状態の補給水供給装置１９につ
いて説明する。
　大洗浄モードにおける給水が終了した直後の状態の補給水供給装置１９においては、弁
体４０が排水口２０を閉じた状態のままであり、洗浄水タンク１８内の水位が止水水位Ｗ
Ｌ０まで上昇すると、給水バルブフロート３４が上昇し、それにより給水バルブ３２が閉
じ、給水バルブ吐水口３６が止水され、給水バルブ３２から分岐した補給水流路管５６か
ら貯水部６０内への補給水の流入も停止され、貯水部６０の上側筒体部６８の上端面６８
ａに形成された流出口６８ｃからの補給水流路吐水管６２への流出も停止され、補給水流
路吐水管６２の補給水流路吐水口６２ａからの吐水も停止された状態となっている。この
とき、貯水部６０内は補給水で満たされて満水の状態に保たれている。
【００４４】
　つぎに、図５（ｇ）に示すように、大洗浄モードにおける給水が終了した後一定時間が
経過した状態の補給水供給装置１９について説明する。
　大洗浄モードにおける給水が終了した直後には、貯水部６０内は補給水で満たされて満
水の状態に保たれている。
　このとき、フロート弁８２の蓋弁体部８６の外側蓋弁体８６ａは、フロート８４の浮力
によって貯水部６０の下側筒体部７２に形成された開口７２ｃに押し付けられ、この開口
７２ｃからの補給水の流出を停止させた状態となっているが、この外側蓋弁体８６ａとこ
の開口７２ｃとの間には小穴８８が形成されているので、貯水部６０内の補給水が時間と
ともに小穴８８から少量ずつ貯水部６０の外方の洗浄水タンク１８内に流出される。従っ
て、貯水部６０内の水位が、貯水部６０内が補給水で満たされている状態から、水位ＷＬ
９まで下降された状態となっており、最終的に、貯水部６０内の水位が、貯水部６０の外
側の洗浄水タンク１８内の水位と同じほぼ止水水位ＷＬ０まで下降され、図５（ａ）に示
すような大洗浄モードにおける排水が開始される前の状態の水位に戻る。
【００４５】
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　つぎに、図６（ａ）～（ｇ）により、本発明の一実施形態による補給水供給装置を備え
た洗浄水タンク装置及びこの洗浄水タンク装置が適用された水洗大便器により実行される
小洗浄モードについて説明する。
　図６（ａ）は、本発明の一実施形態による補給水供給装置の小洗浄モードにおける排水
及び給水が開始される前の状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部分
的に破断した部分正面断面図であり、図６（ｂ）は、本発明の一実施形態による補給水供
給装置の小洗浄モードにおける排水が開始された直後の状態を示す洗浄水タンク装置にお
いて、補給水供給装置を部分的に破断した部分正面断面図であり、図６（ｃ）は、本発明
の一実施形態による補給水供給装置の小洗浄モードにおける排水中の洗浄水タンク内の洗
浄水の水位が、時間と共に水位ＷＬ３まで下降した状態を示す洗浄水タンク装置において
、補給水供給装置を部分的に破断した部分断面正面図である。
　また、図６（ｄ）は、本発明の一実施形態による補給水供給装置の小洗浄モードにおけ
る排水終了直後の状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部分的に破断
した部分正面断面図であり、図６（ｅ）は、本発明の一実施形態による補給水供給装置の
小洗浄モードにおける排水終了後、給水中に、洗浄水タンク内の洗浄水の水位が、時間と
共に水位ＷＬ７まで上昇した状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部
分的に破断した部分正面断面図であり、図６（ｆ）は、本発明の一実施形態による補給水
供給装置の小洗浄モードにおける排水終了後、給水中に、洗浄水タンク内の洗浄水の水位
が、時間と共に水位ＷＬ８まで上昇した状態を示す洗浄水タンク装置において、補給水供
給装置を部分的に破断した部分断面正面図であり、図６（ｇ）は、本発明の一実施形態に
よる補給水供給装置の小洗浄モードにおける給水が終了した後一定時間が経過した状態を
示す洗浄水タンク装置において、補給水供給装置を部分的に破断した部分断面正面図であ
る。
【００４６】
　まず、図６（ａ）に示されるような小洗浄モードにおける排水が開始される前の状態の
補給給水装置においては、上述した図５（ａ）に示されている大洗浄モードの場合と同様
であるため、説明は省略する。
【００４７】
　つぎに、図６（ｂ）に示すように、小洗浄モードにおける排水が開始された直後の状態
の補給水供給装置１９においては、使用者が操作レバー５０を所定の小洗浄モードを実行
する方向に回動操作すると、ワイヤ巻取り装置４８が作動し、操作ワイヤ４６が小洗浄モ
ードの巻き取り量で巻き取られ、排水弁装置２４の主軸部材４４、弁体保持部材４２及び
弁体４０が弁座４１に対して引き上げられ、排水口が開放され、洗浄水タンク内の洗浄水
が排水流路を通じて便器本体に排出される。弁体４０が排水口２０を開放した後に給水装
置２２の給水バルブ３２が開弁され、ほぼ同時に、給水バルブ３２の給水バルブ吐水口３
６から洗浄水が洗浄水タンク１８内へ吐水され、ほぼ同時に、給水バルブ３２から分岐し
た補給水流路管５６に供給される補給水が補給水流路管５６から貯水部入口管５８を通っ
て、貯水部６０の上側筒体部６８の上端面６８ａに形成された流入口６８ｂから貯水部６
０内に鉛直方向下方に流下される。貯水部６０内の水位は、洗浄開始時の止水水位ＷＬ０
から時間と共に徐々に上昇され、水位ＷＬ１に上昇されている。貯水部６０内の止水水位
ＷＬ１より上方には、前述の所定容量の貯水可能な容積空間７０の内の一部が貯水可能な
状態で残っている。このとき、洗浄水タンク１８内の貯水部６０の外側における水位は、
水位ＷＬ２まで下降されている。
【００４８】
　つぎに、図６（ｃ）に示すように、小洗浄モードにおける排水中の洗浄水タンク内の水
位が、時間と共に水位ＷＬ３まで下降した状態の補給水供給装置１９においては、弁体４
０が排水口２０を開放した状態のままであり、給水バルブ３２の給水バルブ吐水口３６か
らの洗浄水が洗浄水タンク１８内へ吐水され、給水バルブ３２から分岐した補給水流路管
５６から補給水が貯水部６０内に流入されている。貯水部６０内の水位は、水位ＷＬ１か
ら時間と共に上昇されて水位ＷＬ４となっている。貯水部６０内の水位ＷＬ４より上方に
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は、前述の所定容量の貯水可能な容積空間７０の内一部が貯水可能な状態で依然として残
っている。
　洗浄水タンク１８内の貯水部６０の外側における洗浄水の水位が、水位ＷＬ３まで下降
されると、フロート８４が洗浄水タンク１８内の水位の下降と連動して下降を開始するの
で、外側蓋弁体８６ａが下降を開始し、貯水部６０の下側筒体部７２に形成された開口７
２ｃから離れ、貯水部６０内に貯水されていた補給水が開口７２ｃから貯水部６０の外方
の洗浄水タンク１８内に一気に流出され、貯水部６０内の水位が、水位ＷＬ４から急速に
低下を開始する。従って、貯水部６０内の貯水可能容積空間７０が補給水によって満たさ
れる前に、貯水部６０の下側筒体部７２に形成された開口７２ｃからの補給水の流出が開
始される。
【００４９】
　つぎに、図６（ｄ）に示すように、小洗浄モードにおける排水終了直後の状態の補給水
供給装置１９においては、排水弁装置２４の主軸部材４４及び弁体４０が水位の低下と共
にさらに下降され、弁体４０が弁座４１に当接し、排水口２０が閉止され、排水弁装置２
４の小洗浄モードにおける排水が終了された状態となっている。
　一方、給水装置２２の給水バルブ３２の給水バルブ吐水口３６から吐水される洗浄水が
継続して洗浄水タンク１８内に吐水され、給水バルブ３２から分岐した補給水流路管５６
から補給水が貯水部６０内に流入され、この貯水部６０内に流入した補給水が貯水部の下
側筒体部７２に形成された開口７２ｃから貯水部６０外方の洗浄水タンク１８内に流出さ
れ、この洗浄水タンク１８内に貯水されている。洗浄水タンク１８内の貯水部６０の外側
の水位は、止水水位ＷＬ１０において下降が停止された後、止水水位ＷＬ１０から時間と
共に再び上昇を開始される。
　貯水部６０内の水位は、貯水部６０内の補給水が開口７２ｃから洗浄水タンク１８内に
流出されるので、貯水部６０底面からほぼ零の高さの水位ＷＬ６にされ、貯水部６０内に
は、前述の所定容量の貯水可能な容積空間７０がほぼ全体にわたって残っている状態とな
っている。
【００５０】
　つぎに、図６（ｅ）に示すように、小洗浄モードにおける排水終了後、給水中に、洗浄
水タンク１８内の水位が、時間と共に水位ＷＬ７まで上昇した状態の補給水供給装置１９
においては、弁体４０が排水口２０を閉じた状態のままであり、給水バルブ３２の給水バ
ルブ吐水口３６の洗浄水が継続して洗浄水タンク１８内に吐水され、給水バルブ３２から
分岐した補給水流路管５６から補給水が貯水部６０内に流入されている。
　洗浄水タンク１８内の貯水部６０の外側の洗浄水の水位が、水位ＷＬ７まで上昇される
と、フロート８４が上昇するので、外側蓋弁体８６ａが上昇を開始し、貯水部６０の下側
筒体部７２に形成された開口７２ｃに押し付けられ、開口７２ｃから貯水部外方に流出さ
れる補給水が閉止され、貯水部６０の流入口６８ｂから貯水部６０内に流入する補給水が
、貯水部６０内に貯水され始め、貯水部６０内の水位は、貯水部６０底面からほぼ零の高
さの水位ＷＬ６から上昇を開始される。このように、小洗浄モードにおいても大洗浄モー
ドにおいても、洗浄水タンク１８内の貯水部６０の外側の洗浄水の水位が、同じ水位にな
るときに、外側蓋弁体８６ａが開口７２ｃを閉止し、補給水が貯水部６０内に貯水され始
める。貯水部６０内には、貯水可能な容積空間７０がほぼ全体にわたって貯水可能な状態
で残っている。
【００５１】
　小洗浄モードにおいてフロート８４が上昇される水位ＷＬ７と、大洗浄モードにおいて
にフロート８４が上昇される水位ＷＬ７とが共通であり、小洗浄モードにおける以後の状
態の補給水供給装置１９においては、上述した図５（ｆ）及び（ｇ）に示されている大洗
浄モードの場合と同様となる。
【００５２】
　つぎに、図６（ｆ）に示すように、小洗浄モードにおける排水終了後、給水中に、洗浄
水タンク１８内の水位が、時間と共に水位ＷＬ８まで上昇した状態の補給水供給装置１９
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においては、弁体４０が排水口２０を閉じた状態のままであり、給水バルブ３２の給水バ
ルブ吐水口３６の洗浄水が継続して洗浄水タンク１８内に吐水され、給水バルブ３２から
分岐した補給水流路管５６から補給水が貯水部６０内に流入されている。
　外側蓋弁体８６ａは、貯水部６０の下側筒体部７２に形成された開口７２ｃに押し付け
られ、開口７２ｃから貯水部６０外方に流出される補給水を閉止する状態となっており、
貯水部６０の流入口６８ｂから流入する補給水が、貯水部６０内を満水の状態にさせ、貯
水部６０内には、貯水可能な容積空間７０の内のさらに補給水を貯水可能な空間が残され
ていない状態となっている。
　この状態では、貯水部６０の流入口６８ｂから一端貯水部６０内に流入される補給水が
、貯水部６０内に貯水しきれず、貯水部６０の上側筒体部６８の上端面６８ａに形成され
た流出口６８ｃから補給水流路吐水管６２に流出され、補給水流路吐水管６２の補給水流
路吐水口６２ａから、オーバーフロー管５２内に向かって吐水され、補給水がオーバーフ
ロー管５２内に流入され、オーバーフロー管５２内を通して便器本体２にリフィールされ
る。
　貯水部６０内が満水にされた後、給水バルブ３２からの給水が終了されるまでの一定の
補給水吐水時間において、補給水流路吐水管６２より吐水される補給水が一定水量の補給
水として便器本体２にリフィールされる。この補給水の量は貯水部６０が満水になった後
に給水が停止されるまで補給水流路管５６から供給される補給水の量であるので、小洗浄
モードにおける補給水の量と、大洗浄モードにおいにおける補給水の量とが同じ量になっ
ている。
【００５３】
　つぎに、小洗浄モードにおける給水が終了された直後の状態の補給水供給装置について
説明する。
　小洗浄モードにおける洗浄が終了した直後の状態の補給水供給装置１９においては、弁
体４０が排水口２０を閉じた状態となっており、洗浄水タンク１８内の水位が止水水位Ｗ
Ｌ０まで上昇すると、給水バルブフロート３４が上昇し、それにより給水バルブ３２が閉
じ、給水バルブ吐水口３６が止水され、給水バルブ３２から分岐した補給水流路管５６か
ら貯水部６０内への補給水の流入も停止され、貯水部６０の上側筒体部６８の上端面６８
ａに形成された流出口６８ｃからの流出も停止され、補給水流路吐水管６２の補給水流路
吐水口６２ａからの吐水も停止された状態となっている。このとき、外側蓋弁体８６ａは
、貯水部６０内の開口７２ｃからの補給水の流出を停止させた状態となっており、貯水部
６０内は補給水で満たされて満水の状態に保たれている。
【００５４】
　つぎに、図６（ｇ）に示すように、小洗浄モードにおける給水が終了した後一定時間が
経過した状態の補給水供給装置１９について説明する。
　小洗浄モードにおける給水が終了した直後には、貯水部６０内は補給水で満たされて満
水の状態に保たれている。
　このとき、外側蓋弁体８６ａは、貯水部６０内の開口７２ｃからの補給水の流出を停止
させた状態となっているが、この外側蓋弁体８６ａとこの開口７２ｃとの間には小穴８８
が形成されているので、貯水部６０内の補給水が時間とともに小穴８８から少量ずつ貯水
部６０の外方の洗浄水タンク１８内に流出される。従って、貯水部６０内の水位が、貯水
部６０内が補給水で満たされている状態から、水位ＷＬ９まで下降された状態となってお
り、最終的に、貯水部６０内の水位が、貯水部６０の外側の洗浄水タンク１８内の水位と
同じほぼ止水水位ＷＬ０まで下降され、図６（ａ）に示すような小洗浄モードにおける排
水が開始される前の状態の水位に戻る。
【００５５】
　次に、上述した本発明の実施形態による補給水供給装置の作用効果を説明する。
　先ず、排水弁装置２４の弁体４０が上昇して排水口２０を開放し、洗浄水タンク１８内
の洗浄水が排水流路９から便器へ供給される洗浄開始直後において、貯水部６０の開口７
２ｃが、洗浄水タンク１８内の水位と連動するフロート弁８２により閉じられた状態であ
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り、給水装置２２から分岐して補給水供給装置１９の補給水流路部２８に供給された補給
水が、補給水流路部２８に設けられた貯水部６０に供給された際に、所定容量の補給水を
貯水部６０に貯水して留めることができる。したがって、補給水が貯水部６０内に留めら
れている間においては、補給水流路部２８の補給水が補給水流路吐水口６２ａからオーバ
ーフロー管５２の開口５２ａに向けて補給水として吐水されることを防ぐことができるた
め、無駄水が発生することを防ぐことができ、節水化を達成することができる。
　さらに、大洗浄後と小洗浄後のそれぞれにおいて、排水弁装置２４の弁体４０が排水口
２０を閉止し、洗浄水タンク１８内の洗浄水の水位が、所定水位ＷＬ７まで上昇し、貯水
部６０の開口７２ｃが開閉弁８２により閉じられた後、貯水部６０が所定容量の補給水で
満たされたときから洗浄水タンク１８内の洗浄水の水位ＷＬ８が満水水位ＷＬ０になるま
での期間に限り、補給水流路部２８の補給水が補給水流路吐水口６２ａからオーバーフロ
ー管５２の開口５２ａに向けて補給水として吐水されるため、一定水量の補給水をオーバ
ーフロー管５２から便器本体２に供給することができる。
【００５６】
　本発明の実施形態による補給水供給装置１９によれば、洗浄開始後にフロート弁８２が
貯水部６０の開口７２ｃを閉鎖している状態で給水装置２２が給水を開始してから、洗浄
水タンク１８内の洗浄水が排水され、フロート弁８２が洗浄水タンク１８内の洗浄水の水
位降下と連動して貯水部６０の開口７２ｃを開放するまで、給水装置２２から補給水流路
部２８に供給される全ての補給水を貯水できるような容積を貯水部６０が備えていること
により、貯水部６０の開口７２ｃが開かれたとき、貯水部６０内に貯水されている補給水
が開口７２ｃから洗浄水タンク１８に流出するため、補給水流路部２８の補給水が補給水
流路吐水口６２ａからオーバーフロー管５２の開口７２ｃに向けて補給水として吐水され
ることを防ぐことができる。したがって、無駄水の発生を完全に無くし、節水化を達成す
ることができる。
【００５７】
　また、本発明の実施形態による補給水供給装置１９によれば、貯水部６０の貯水可能な
容積空間７０が、４９cc以上であるため、洗浄開始後にフロート弁８２が貯水部６０の開
口７２ｃを閉鎖している状態で給水装置２２が給水を開始してから、洗浄水タンク１８内
の洗浄水が排水口２０から排水され、フロート弁８２が洗浄水タンク１８内の洗浄水の水
位降下と連動して貯水部６０の開口７２ｃを開放するまで、給水装置２２から補給水流路
部２８に供給される全ての補給水を貯水することができる。したがって、無駄水の発生を
完全に無くし、節水化を達成することができる。
【００５８】
　また、本発明の実施形態による補給水供給装置１９によれば、洗浄開始後に給水装置２
２から貯水部６０の上流側の補給水流路部２８に供給された補給水を貯水部６０の上端面
６８ａの流入口６８ｂから貯水部６０内に流入させて貯水部６０内に確実に留めることが
できる。また、貯水部６０の上流側の補給水流路部２８の補給水が貯水部入口管５８を経
て貯水部６０に流入後、貯水部６０の容積空間７０が満水状態になるまで貯水部６０内の
補給水が流出口６８ｃから下流側の補給水流路吐水管６２へ流出することを防ぎ、、貯水
部６０の下流側の補給水流路吐水管６２の補給水流路吐水口６２ａからオーバーフロー管
５２の開口５２ａに向けて補給水として吐水されることを防ぐことができる。したがって
、無駄水が発生することを防ぐことができ、節水化を達成することができる。
【００５９】
　さらに、本発明の実施形態による補給水供給装置１９によれば、貯水部６０がその容積
空間７０の容積とは異なる容積を備えた他の貯水部に変更可能となるように、貯水部６０
から延びた貯水部入口管５８の上流側端部を補給水流路管５６の下流側端部から着脱する
ことにより、貯水部６０が補給水流路部２８に脱着可能に取付けられているため、貯水部
６０の容積空間７０を使用状況に応じて、異なる容積の貯水部に簡単に変更することがで
き、補給水量を簡単に変更することができる。
【００６０】
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　さらに、本発明の実施形態による補給水供給装置１９によれば、貯水部６０の開口７２
を開閉する開閉弁として、洗浄水タンク１８内の水位と連動して浮力により上下動するフ
ロート８４を用いたフロート弁８２を採用しているため、簡単な構造により、無駄水が発
生することを防ぐことができ、節水化を達成することができる。さらに、例えば、フロー
ト８４を用いたフロート弁以外の開閉弁の構造に比べて、部品点数を少なくすることがで
きる。
【００６１】
　さらに、本発明の実施形態による補給水供給装置１９によれば、貯水部６０の下側筒体
部７２の開口７２ｃとこの開口７２ｃを開閉するフロート弁８２との間に形成された小穴
８８により、洗浄終了後、貯水部６０が補給水でほぼ満たされている状態であっても、貯
水部６０の補給水が小穴８８を通って洗浄水タンク１８に少量ずつ徐々に流出し、貯水部
６０内の補給水の水位が洗浄水タンク１８内の洗浄水の水位とほぼ同じになるまで低下す
るため、補給水流路部２８の補給水が補給水流路吐水口６２ａからオーバーフロー管５２
の開口５２ａに向けて補給水として吐水されることを防ぐことができる。したがって、無
駄水が発生することを防ぐことができ、節水化を達成することができる。
【符号の説明】
【００６２】
１　　　　　　水洗大便器
２　　　　　　便器本体
４　　　　　　ボウル部
９　　　　　　排水流路
１６　　　　　洗浄水タンク装置
１８　　　　　洗浄水タンク
１８ａ　　　　底面
１９　　　　　補給水供給装置
２０　　　　　排水口
２２　　　　　給水装置
２４　　　　　排水弁装置
２６　　　　　オーバーフロー管部
２８　　　　　補給水流路部
３２　　　　　給水バルブ
３４　　　　　給水バルブフロート
３６　　　　　給水バルブ吐水口
４０　　　　　弁体
４１　　　　　弁座
４６　　　　　操作ワイヤ
４８　　　　　ワイヤ巻取り装置
５０　　　　　操作レバー
５２　　　　　オーバーフロー管
５２ａ　　　　オーバーフロー管開口
５４　　　　　オーバーフロー管取付部
５６　　　　　補給水流路管
５８　　　　　貯水部入口管
６０　　　　　貯水部
６２　　　　　補給水流路吐水管
６２ａ　　　　補給水流路吐水口
６４　　　　　固定部
６８　　　　　上側筒体部
６８ａ　　　　上端面
６８ｂ　　　　流入口
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６８ｃ　　　　流出口
６８ｄ　　　　ねじ受け部
７０　　　　　貯水可能容積空間
７２　　　　　下側筒体部
７２ａ　　　　ねじ係合部
７２ｂ　　　　下面
７２ｃ　　　　開口
８２　　　　　フロート弁
８４　　　　　フロート
８６　　　　　蓋弁体部
８６ａ　　　　外側蓋弁体
８８　　　　　小穴
Ｗ0　　　　　 溜水面
ＷＬ０　　　　止水水位
ＷＬ１　　　　水位
ＷＬ２　　　　水位
ＷＬ３　　　　水位
ＷＬ４　　　　水位
ＷＬ５　　　　止水水位
ＷＬ６　　　　水位
ＷＬ７　　　　水位
ＷＬ８　　　　水位
ＷＬ９　　　　水位
ＷＬ１０　　　止水水位

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５（ａ）】 【図５（ｂ）】
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【図５（ｃ）】 【図５（ｄ）】

【図５（ｅ）】 【図５（ｆ）】
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【図５（ｇ）】 【図６（ａ）】

【図６（ｂ）】 【図６（ｃ）】
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【図６（ｄ）】 【図６（ｅ）】

【図６（ｆ）】 【図６（ｇ）】
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